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任
期
満
了
に
と
も
な
う
広
陵
町
長
選
挙
が
６
月
20
日
告
示
さ
れ
、
現
職
の

山
村
吉
由
氏
以
外
に
立
候
補
者
の
届
け
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
再

選
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
選
挙
公
約
で
掲
げ
た
政
策
を
中
心
に
、
２
期
目
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

山
村
町
政
２
期
目
が

始
ま
り
ま
す

　

私
は
、
先
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

無
投
票
に
よ
る
負
託
と
い
う
結
果
と
な

り
、
２
期
目
の
町
政
運
営
を
お
預
か
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
町
長
と
い
う
重
責
を
託
さ
れ
た

今
、
さ
ら
に
よ
い
広
陵
町
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
心
を

引
き
締
め
、
決
し
て
お
ご
る
こ
と
な
く

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、１
期
目
の
４
年
間
に
お
い
て
、

『
み
な
さ
ん
と
共
に
「
い
い
町
」
づ
く

り
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
対
話

を
重
視
す
る
こ
と
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
事
に
す
る
こ
と
」、「
あ
た
た
か
な

政
策
を
基
本
に
す
る
こ
と
」
を
基
本
姿

勢
と
し
、
広
陵
町
の
発
展
の
た
め
、
町

政
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
長
年
の
希
望
で

あ
っ
た
中
学
校
給
食
の
実
現
を
は
じ

め
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
や
防
災
無
線

の
整
備
、
広
陵
元
気
号
本
格
運
行
の
開

始
、
農
業
塾
の
創
設
や
企
業
誘
致
の
推

進
、
地
域
担
当
職
員
の
配
置
や
住
民
懇

談
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
任
期
４
年
間

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、
選

挙
公
約
に
も
掲
げ
ま
し
た
次
の
３
つ
の

重
点
項
目
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

４
月
に「
広
陵
町
企
業
立
地
推
進
条
例
」

を
施
行
し
、
地
元
の
雇
用
を
確
保
す
る

た
め
、
ま
た
町
の
産
業
の
育
成
を
図
る

た
め
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
現
在
も
企
業
数
社
が
町
内

で
の
立
地
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
な
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、

町
内
で
起
業
し
た
い
方
、
特
に
女
性
起

業
家
へ
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興
と
中
小
企

業
活
性
化
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大
を

図
る
べ
く
「
中
小
企
業
振
興
条
例
」
の

制
定
と
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
塾
の

第
一
期
生
５
名
が
、
こ
の
３
月
に
３
年

間
の
受
講
を
終
え
卒
業
し
ま
し
た
。

　

農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
新
た
な
担
い

手
の
確
保
や
販
売
農
家
の
育
成
を
目
的

に
、
引
き
続
き
農
業
塾
を
開
講
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の

は
じ
め
に

１
期
目
の
振
り
返
り

１
．
豊
か
な
町

支
援
策
と
し
て
、
町
に
よ
る
農
業
施
設

の
貸
与
事
業
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
公
共
施
設
に
関
し
て
、
平
成
28

年
３
月
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
10
年
後
に
は
、

今
あ
る
公
共
施
設
の
約
65
％
が
築
30
年

以
上
経
過
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
規
模

改
修
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
健
全
な
行
財
政
運
営
の

基
盤
を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
と
管
理
運
営
の
効
率
化

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

こ
の
７
月
に
、
広
陵
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し

ま
し
た
が
、
は
し
お
元
気
村
お
よ
び
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
つ
い
て
も
、
民
間
活

力
の
導
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
土
地
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
広
陵
西
小
学
校
が
竣
工
か
ら
50
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
改
築
計
画
と
と

も
に
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
北
小
学

校
区
で
は
箸
尾
準
工
業
地
域
の
土
地
活

用
に
つ
い
て
、
地
元
と
の
対
話
を
も
と

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲山村町長初登庁
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南
海
ト
ラ
フ
で
今
後
30
年
以
内
に
発

生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
か
ら
９
ク

ラ
ス
の
地
震
の
発
生
確
率
は
、
約
70
％

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
日
頃
の

備
え
を
促
す
と
と
も
に
、町
と
し
て
は
、

防
災
無
線
の
補
完
、
避
難
所
の
整
備
、

防
災
資
機
材
の
充
実
や
感
震
ブ
レ
ー

　

奈
良
県
で
は
平
成
25
年
７
月
に
、「
な

ら
健
康
長
寿
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

10
年
後
の
「
県
民
健
康
寿
命
日
本
一
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

広
陵
町
は
「
健
康
長
寿
奈
良
県
一
」

を
目
指
し
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

や
歯
周
病
検
診
の
支
援
を
推
進
す
る
ほ

か
、
地
域
の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
地
域
巡
回
型
健
康
教
室
「
広
陵
元
気

塾
」や
広
陵
町
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー「
Ｋ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
」
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
陵
町
で
は
、
高
齢
化
率
が
毎
年
１

ポ
イ
ン
ト
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ

は
国
と
比
較
し
て
も
、
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生

２
．
安
全
な
町

３
．
元
気
な
町

市
町
村
連
携
・

広
域
行
政
の
推
進

ご
み
処
理
の
広
域
化
・

中
継
施
設
の
整
備

お
わ
り
に

　

竹
取
公
園
と
馬
見
丘
陵
公
園
を
活
用

し
た
賑
わ
い
づ
く
り
で
は
、
奈
良
県
と

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
の

も
と
、
ま
ず
今
年
度
を
目
途
に
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
段
階
的

に
基
本
協
定
、
個
別
協
定
を
締
結
し
、

地
域
の
活
性
化
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
区
ご
と
の
地
域
振
興

や
地
域
力
の
活
用
を
推
進
し
、
地
域
の

課
題
に
地
域
担
当
職
員
ら
と
と
も
に
連

携
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、「
地
域
町

づ
く
り
懇
談
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て

は
、
広
陵
町
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
く
各
分
野
の
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
度
目
の
挑
戦
で
初
勝

利
を
収
め
ま
し
た
住
民
総
参
加
型
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
引
き
続
き
参
加
し
、
町
民
の
皆
様
の

健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
く
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
共
通

す
る
行
政
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組

み
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

香
芝
市
と
の
相
互
連
携
事
業
の
進

化
、
葛
城
広
域
圏
４
市
１
町
で
製
作
し

た
映
画
「
天
使
の
い
る
図
書
館
」
に
代

表
さ
れ
る
観
光
施
策
の
展
開
、
北
葛
城

郡
４
町
に
よ
る
「
す
む
・
奈
良
・
ほ
っ

か
つ
！
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
、

磯
城
郡
３
町
と
の
国
保
中
央
病
院
を
核

と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
、
よ
り
一
層
効
果
を
高
め
る
た

　

人
口
減
少
と
並
行
し
た
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

議
会
、
そ
し
て
行
政
が
互
い
に
知
恵
を

出
し
合
い
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
10
年
先
の
広
陵
町
の
姿
を
見
据
え

な
が
ら
、
そ
し
て
20
年
先
の
広
陵
町
の

将
来
像
を
描
き
な
が
ら
、『
み
な
さ
ん

と
共
に
「
い
い
町
」
づ
く
り
』
が
で
き

る
よ
う
邁ま

い
し
ん進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

操
業
期
限
に
対
応
す
る
ご
み
処
理
の
広

域
化
、
そ
し
て
中
継
施
設
の
整
備
と
い

う
課
題
を
、
こ
の
４
年
間
で
必
ず
解
決

す
る
と
い
う
固
い
決
意
を
持
っ
て
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

カ
ー
の
普
及
な
ど
に
取
り
組
み
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し

て
引
き
続
き
防
災
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
凶
悪
な
事
件
や
交
通
事
故
に

よ
る
被
害
者
を
防
ぐ
た
め
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
や
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
の
ほ
か
、
通
学
路
表
示
の
充
実
な

ど
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

め
に
、
更
な
る
連
携
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

み
な
さ
ん
と
共
に

「
い
い
町
」
づ
く
り

▲登庁式でのあいさつ



2017.8 広報「KORYOこうりょう」 4

　

９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
３

か
月
間
、
奈
良
県
で
「
第
32
回
国
民
文

化
祭
・
な
ら
２
０
１
７
」
と
「
第
17
回

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会
」

が
一
体
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
は
「
文
化
の
国
体
」
と

も
い
わ
れ
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
の
機

運
を
高
め
る
た
め
に
、
昭
和
61
年
か
ら

毎
年
、
各
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
て
い

る
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

奈
良
県
の
開
催
を
受
け
、
広
陵
町
で

は
、「
広
陵
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
」
と
「
広

陵
町
文
化
祭
」
を
併
設
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
県
内
外
に
広
陵
町
の
文
化
を
発
信

し
、
町
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
国
民
文
化
祭
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　

広
陵
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
を
併
設
イ
ベ

ン
ト
と
位
置
付
け
、
広
陵
町
か
ら
世
界

に
日
本
文
化
を
発
信
す
る
「
舞
太
鼓
あ

す
か
組
」
と
、
そ
の
あ
す
か
組
に
師
事

し
、
幅
広
い
フ
ァ
ン
を
持
つ
「
広
陵
金

明
太
鼓
」
が
共
演
し
ま
す
。
和
太
鼓
と

い
う
日
本
の
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
太
鼓
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
！

◆
日
時　

９
月
16
日
（
土
）
午
後
５
時

30
分
～
７
時
30
分

◆
場
所　

竹
取
公
園

み
ん
な
の
広
場

「
第
32
回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
２
０
１
７
」・

「
第
17
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会
」
一
体
開
催

こ
の
秋 

国
民
文
化
祭
が

や
っ
て
き
ま
す
！

ⒸNARA pref.

広
陵
町
の
事
業

１
．
広
陵
町
太
鼓
の
響
演

２
．�

広
陵
町
み
ん
な
の

　
　

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

広
陵
町
文
化
祭
を
併
設
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
や
例
年
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
後
日
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
日
時　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～
５

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

広
陵
中
央
公
民
館
お
よ
び
特

設
テ
ン
ト
内

◆
内
容　

○
文
化
歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

竹た
け
だ田
恒つ
ね
や
す泰
さ
ん
を
迎
え
て
、
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
古
代
体
験

子
ど
も
達
に
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
の
体
験
事
業
で
す
。

・
古
代
衣
装
の
着
用
体
験

・�

広
陵
町
の
新
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た

  

直
弧
文
鏡
の
鋳
造
体
験
（
有
料
）

・
和
同
開
珎
の
鋳
造
体
験
（
有
料
）

○
伝
統
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・�

中
央
公
民
館
で
活
動
す
る
「
育
成
ク

　

�

ラ
ブ
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
舞

踊
、
お
箏
、
茶
華
道
、
尺
八
、
写
真
、

吟
剣
詩
舞
な
ど
の
参
加
体
験
型
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

・�

広
陵
町
在
住
の
写
真
家　

百ど

ど々

俊し
ゅ
ん
じ二

　

�

さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
申
し

込
み
方
法
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

・
障
が
い
を
持
つ
方
た
ち
が
働
く
作
業

　

�

所
の
授
産
品
の
販
売
や
、
啓
発
パ
ネ

ル
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▲迫力ある演奏！

◀�

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
か
ま
せ
ん
と
く
ん
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百
ど ど

々 俊
しゅんじ

二 さん
伝統文化ワークショップ
講演会

あなたの「おもてなし」を全国の人に！

国文祭・障文祭なら 2017
応援サポーター大募集！

文化歴史ゼミナール講演会
竹
た け だ

田 恒
つねやす

泰 さん

　広陵町在住の著名な写真家で、奈良
市写真美術館の館長でもある百々俊
二さんが、同じく写真家の息子さんである武さんと
のトーク形式で、素晴らしい写真の世界を語ります。
　懇意にされている映画監督の河瀬直美さんとのエ
ピソードも…。
◆日時　11月５日（日）午後１時 30分～３時 30分
◆場所　広陵中央公民館かぐや姫ホール
◆演題　「心を動かす写真の世界」
※�講演中に、百々さんに批評・アドバイスをいただく、
写真作品（データ）も併せて募集します。あなた
の写真がもっと良くなるように、プロの目で見て
もらいませんか？
　応募希望者は、下記をご覧ください。

◆申し込み方法　
【Eメール】　※応募期限９月８日（金）必着
　メールタイトルを希望の講演会名（１通に１つ）とし、メール本文に、参加希望者に関する次の情報をご記
入ください。
①氏名（ふりがな）（１通で２名まで申し込み可）、②住所、③電話番号
※同時に写真作品を提出されるときは、その旨を書いてください。
結果をメールで返信しますので、パソコンからのメールを受信できるメールアドレスから申し込んでください。
入場可能の場合は、メールをプリントアウトしたものが入場券になりますので、当日、忘れずにお持ちください。
○宛先　syougaigakusyuu@town.nara-koryo.lg.jp
【往復はがき】　※応募期限９月８日（金）必着
　往復はがきの「往信用裏面」に、希望の講演会名（１枚に１つ）、参加希望者（１枚で２名まで申し込み可）
の住所、氏名（ふりがな）、電話番号、写真作品を提出されるときはその旨を記入し、「返信用表面」に郵便番号、
住所、氏名をご記入ください。結果は返信用はがきでお知らせします。
　入場可能の場合は、返信用はがきが入場券となります。当日忘れずにお持ちください。
○宛先　〒 635-0821　広陵町大字笠 382番地１　中央公民館内　広陵町生涯学習課

　この祭典を盛りあげるため、紹介やＰＲをしま
しょう！例えば、SNSで大会情報をシェアしたり、
チラシを友人や店舗に配ったり、ご自身のブログや
ホームページなどから公式ホームページをリンクさ
せたりすることです。
　お申し込みは右記をご覧ください。

◆申し込み方法　メールやはがきなどでお申し込み
ください。詳しい情報は、公式ホームページ（http://
nara-kokushoubun.jp/）やチラシをご覧くださ
い。
◆問い合わせ先
〒 630-8213　奈良市登大路町 6-2
国文祭・障文祭なら 2017実行委員会
事務局「応援サポーター」係
☎ 070（2287）3419
Eメール　bunka@nara-arts.com

　明治天皇の玄孫であり、テレビな
どでもおなじみの竹田恒泰さんが、
日本の文化のすばらしさ、奥深さに
ついてわかりやすく講演してくださいます。また、
古事記を読み解き、広陵町とかぐや姫がどのような
関係にあるのか、竹田さんの視点で語っていただき
ます。
◆日時　11月４日（土）午後１時 30分～３時
◆場所　広陵中央公民館かぐや姫ホール
◆演題　「ふるさとで学ぶ古事記　～竹取物語～」

　国民文化祭（広陵町文化祭の併設イベント）で開催する、次の２つの講演会については、
事前申し込みが必要です。参加ご希望の方は、Ｅメールまたは往復はがきでお申し込みくだ
さい。町内外に関わらず、どなたでもご参加いただけます。
※申し込み多数の場合は抽選となります。

 著名人の講演会に参加しませんか？
～「国民文化祭」講演会～
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8/24
開催

　
「
立
山
祭
」
は
、
毎
年
８
月
24
日
の

地
蔵
盆
に
大
垣
内
の
専
光
寺
を
中
心
と

し
て
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
手
作
り
人
形

「
作
り
物
」
が
飾
ら
れ
る
催
し
で
す
。

新
築
し
た
家
や
婚
礼
の
あ
っ
た
家
を
会

場
と
し
、
披
露
を
兼
ね
て
、
そ
の
年
の

話
題
や
有
名
と
な
っ
た
人
物
を
取
り
上

げ
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
飾
り
付
け
て

人
々
に
話
題
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
平
成
８
年
に
広
陵
町
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真

田
丸
」
や
可
愛
ら
し
い
人
形
な
ど
が
飾

ら
れ
ま
し
た
。

◆
日
時　

８
月
24
日
（
木
）
午
後
５
時

～
９
時

※�

当
日
の
朝
か
ら
各
会
場
で
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
会
場　

大
字
三
吉
大
垣
内
周
辺

※
下
記
地
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
駐
車
場　

時
計
台
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
か

ら
は
、
徒
歩
５
分
程
度
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

立
山
祭
保
存
会

出で

い井
会
長　

☎
（
55
）
１
２
４
９

●①
●③●厳島神社

時計台公園
駐車場

専光寺
●

●⑥

●④

●⑤ ●② 大垣内
バス停

疋相
バス停

P

徒歩
車
立山の場所①～⑥

線
り
廻
秋
谷
広

柳板大谷線

線
鳩
斑
田
高
和
大
道
県

さわやか
ホール
●

高田
川

●ヤマヤ（株）

●
JA広陵支店

時計台
公園

笠ハリサキ線

線
田
高
和
大
合
河
道
県

Ⓟ

▲▶昨年の立山祭の様子 （会場周辺図）

（会場周辺拡大図）



2017.8 広報「KORYOこうりょう」7

　

広
陵
金
明
太
鼓
は
、
平
成
６
年
に
誕

生
し
て
以
来
、
広
陵
町
の
伝
統
芸
能
と

し
て
、
県
内
外
で
幅
広
い
公
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
応
援

を
い
た
だ
き
、
鼓
手
た
ち
は
「
命
の
響

き
を
伝
え
る
」
を
合
い
言
葉
に
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

和
太
鼓
は
、
世
界
に
誇
る
伝
統
楽
器

の
一
つ
で
す
。
広
陵
金
明
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
、
一
緒
に
汗
を
流
し
、

感
動
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
陵
金
明
太
鼓
メ
ン
バ
ー
募
集
！

◆
対
象　

広
陵
町
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
～
40
歳
く
ら
い
の
方

◆
練
習
日　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

の
午
後
７
時
～
10
時

※
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
練
習
場
所　

広
陵
中
央
公
民
館　

か
ぐ
や
姫
ホ
ー
ル

◆
そ
の
他　

経
験
は
問
い
ま
せ
ん

（
メ
ン
バ
ー
も
全
員
初
心
者
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
）。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課（
広
陵
中
央
公
民
館
内
）

☎
（
55
）
１
１
８
１

▲明るく元気で楽しくをモットーに！

▲一緒にがんばりましょう！

第３回畿央大学シニア講座

「腰痛のことを学んでもっと健康に！」

畿央大学×東京大学医学部付属病院

◆申し込み・問い合わせ先
畿央大学教育推進部　シニア講座係
〒 635-0832　広陵町馬見中４丁目２番２号
☎（54）1601　Ｅメール kikaku@kio.ac.jp

※座学での授業を中心に、補足的に体験を交えた形式で進めます（適宜休憩を挟みます）。
※②では、軽いストレッチを行いますので、動きやすい服装でお越しください。

日程 テーマ 会場

９月19日（火）
午後１時～３時

（受付　午後０時30分）

①「腰痛」のことを正しく知ろう！
畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター　大住倫弘　助教

畿央大
学Ｐ棟

９月20日（水）
午後１時～３時

②なぜ腰痛を治すために運動が必要なのか？
東京大学医学部附属病院緩和ケア診療部 /麻酔科・痛みセンター　住谷昌彦　准教授
畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター　大住倫弘　助教

◆対象　シニア世代の方（２日間とも受講することをお勧めします。）
◆定員　30名（要事前申し込み、先着順）
◆参加費　無料
◆担当教員　畿央大学　ニューロリハビリテーション研究センター　大住倫弘　助教
◆主催　畿央大学　ニューロリハビリテーション研究センター
◆申し込み方法　住所・氏名（ふりがな）・電話番号・年齢・「シニア講座申込希望」を明記したメール、
またはお電話でお申し込みください。

　畿央大学では、地域のシニア世代の皆さんが「健康」と「教育」について学びを深めるための「畿央大
学シニア講座」を開催します。大学の施設・設備での体験型の学習も取り入れながら、「腰痛」について
最新の知見を学んでいただけます。学びに年齢は関係ありません。この機会に大学で学んでみませんか？
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方
に
つ
い
て	

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
有
害
ご
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
金
属
製
の
ラ
イ
タ
ー
は
、
中

身
を
使
い
切
り
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ラ
イ
タ
ー
は
、

中
身
を
使
い
切
り
「
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
Ｐ
37
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
有
害
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て		

　

蛍
光
灯
類
と
乾
電
池
を
、
同
じ
袋
に

入
れ
て
収
集
へ
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

収
集
中
に
袋
の
中
で
乾
電
池
と
蛍
光

灯
が
ぶ
つ
か
る
と
、
蛍
光
灯
が
割
れ
て

し
ま
い
、
作
業
員
が
仕
分
け
時
に
け
が

を
す
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

蛍
光
灯
類
や
乾
電
池
を
出
す
際
は
、

そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て
個
別
の
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。	

　

詳
し
く
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
Ｐ
13
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
部
の
方
の
ご
み
の
分
別
が
ま
だ
十
分
で
な
い
た
め
、
作
業
員
が
け
が
を
す

る
な
ど
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
正
し
い
分
別
・
出
し
方
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

３
つ
の
お
願
い

◆
問
い
合
わ
せ
先　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
広
陵

☎ 

（
57
）
２
０
０
０

③
家
庭
ご
み
の
基
本
ル
ー
ル		



　

ご
み
は
発
生
し
た
場
所
の
市
町
村
で

処
分
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。	

　

他
市
町
村
で
発
生
し
た
ご
み
を
広
陵

町
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。		



　

　

他
市
町
村
で
発
生
の
ご
み
は
、
各
管

轄
の
市
町
村
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
所
で
発
生
し
た
ご
み
を
、

家
庭
ご
み
に
混
入
さ
せ
た
り
、
指
定
袋

に
入
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
お

止
め
く
だ
さ
い
。		



▲ごみ分別ガイドブック

※�

広
陵
町
で
は
事
業
ご
み
の
収
集
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。	

　　

ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
楽
し
く
作
っ
て
エ
コ
を
学
ぼ
う
！
～

エ
コ
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

奈
良
県
で
は
、
毎
年
９
月
の
第
１
日

曜
日
に
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ら
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
美
化
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
美

し
い
町
・
住
み
よ
い
町
を
推
進
す
る
た

め
に
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

９
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

※�

開
始
時
間
は
参
加
さ
れ
る
区
・
自
治

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
区
域　

町
内
全
域

◆
集
合
場
所

お
住
ま
い
の
区
長
・
自
治
会
長
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
役
場
職
員
も
清
掃
活
動
に

参
加
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
内
線
１
１
５
２

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

み
ん
な
で
私
た
ち
の
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

広陵町

　

馬
見
南
３
丁
目
に
あ
る
エ
コ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
か
ら
資
源
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク

を
元
に
再
生
紙
を
作
る
紙
す
き
体

験
が
で
き
ま
す
。

　

は
が
き
や
Ｂ
4
サ
イ
ズ
の
大
き

さ
の
紙
が
作
れ
た
り
、
紙
に
絵
や

柄
を
入
れ
た
り
、
そ
の
紙
で
提
灯

作
り
も
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
夏
休
み
の
宿
題
に
、

一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。	
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口
座
振
替
が
断
然
お
得
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

毎
月
の
納
付
も
口
座
振
替
が
お
得
で
す
！

（
早
割
制
度
が
お
す
す
め
で
す
）

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

口座振替前納額　97,820円
割引額　
1,120円

98,940円
　（月額：16,490円×6か月）

※平成29年度の額です。

○�６か月分（10月分～翌年３月分）の保険料
を口座振替で前納される場合
※振替日は10月31日（火）です。

お得分！

　

国
民
年
金
保
険
料
を
10
月
分
か
ら
翌

年
3
月
分
ま
で
の
６
か
月
分
を
口
座
振

替
で
前
納
に
し
て
い
た
だ
く
と
、
保
険

料
が
１
，１
２
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

※�

一
部
免
除
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

引
き
落
と
し
方
法
を
当
月
末
に
よ
る

早
割
に
す
る
と
、
保
険
料
が
月
々
50
円

安
く
な
り
ま
す
。
年
間
６
０
０
円
お
得

で
す
。

※
平
成
29
年
度
の
割
引
金
額
で
す
。

○�
保
険
料
が
割
引
と
な
る
の
は
、
当
月

分
か
ら
で
す
。

○�

手
続
き
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
金

融
機
関
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

�

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
・
預
貯
金

通
帳
・
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
出
書
は
、
年
金
事
務
所
・
金
融
機

関
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

○�

口
座
振
替
の
開
始
に
は
、
申
し
込
み

後
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

○
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課　

☎（
22
）３
５
３
１

○
役
場　

保
険
年
金
課

　

☎
内
線
１
１
４
5
・
１
１
４
７

　

口
座
振
替
な
ら
一
度
手
続
き
す
る

だ
け
で
、
あ
な
た
の
預
（
貯
）
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の

心
配
が
な
く
、
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
て
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、「
前
納
制
度
」
や
「
早
割
制

度
」
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
て
た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
支
援
課
（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
内
）

☎
（
55
）
６
８
２
０　

内
線
２
１
２
６

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
父
ま
た
は
母
、

あ
る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
（
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
、
20
歳
ま
で
の
方
に
な
り
ま

す
）。

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
方
に
は

現
況
届
の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
受
給
資
格
や
所
得
を
確

認
し
て
、
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
提
出
が

な
い
場
合
は
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
期
限　

８
月
31
日
（
木
）

※�

届
を
２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
ま
で

の
身
体
ま
た
は
、
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
母
、
あ
る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
方

に
は
、
所
得
状
況
届
の
案
内
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

◆
提
出
期
間

８
月
14
日
（
月
）
～
９
月
11
日
（
月
）

※�

提
出
が
な
い
場
合
は
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
届
を
２
年

間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

２
年
続
け
て
所
得
が
限
度
額
以
上
で

支
給
停
止
と
な
る
方
は
、
提
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

　
　
　
　
　
（
８
月
１
日
～
31
日
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届

　
　
　
（
８
月
14
日
～
９
月
11
日
）
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男
女
共
同
参
画
通
信

 

～
あ
な
た
も
わ
た
し
も
～

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
に
な
っ
た
「
母
娘
関
係
」
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
９
日
（
土
）・
13
日
（
水
）

午
後
２
時
～
４
時

◆
会
場　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
近

鉄
奈
良
駅
徒
歩
５
分
、東
向
商
店
街
内
）

◆
対
象　

女
性
30
名
（
先
着
順
）

◆
講
師　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
堺　

加
藤　

伊
都
子
さ
ん

◆
費
用　

無
料

◆
申
し
込
み
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
３
０
―
８
２
１
６　

奈
良
市
東
向

南
町
６
（
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
７
４
２
（
27
）
２
３
０
０

０
７
４
２
（
22
）
６
７
２
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.pref.n

ara.jp/1
1
7
7
4
.

h
tm

　

町
で
は
、
今
年
度
中
に
男
女
共
同
参

画
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
へ
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
調
査
を
行
う
た
め
、
町
内
在
住

の
２
，
５
０
０
人
の
方
を
無
作
為
抽
出

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
発
送
時
期　

８
月
初
旬
予
定

◆
回
答
期
限　

８
月
21
日
（
月
）

※�

切
手
を
貼
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
計
画
目
標　
「
誰
も
が
多
様
な
選
択

肢
か
ら
自
分
が
自
分
の
道
を
選
択
で

き
、
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
」
と

し
、
広
陵
町
に
住
む
す
べ
て
の
方
が
、

自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課

☎
内
線
１
２
５
６

～
平
成
29
年
度
「
女
性
の
活
躍

支
援
講
座
Ⅱ
～

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

Vol.3

▲プラスワン休暇（６連休）の例

第23回広陵かぐや姫まつり開催決定

◆日時
　　９月16日（土）　午後１時～８時
　　９月17日（日）　午前10時～午後４時
◆場所　竹取公園内みんなの広場
※�プログラムなど、詳細は決定しだい、広報などでお
知らせします。お楽しみに！

◆申し込み・問い合わせ先
広陵かぐや姫まつり実行委員会事務局（地域振興課内）
☎内線 1162・1165
ホームページ　http://www.town.koryo.nara.jp

　昨年、協賛いただいた個人および事業所の皆さん、
ありがとうございました。今年もかぐや姫まつりで、
打ち上げ花火を行います。昨年同様、花火の協賛金を
募集しますので、ご協力をお願いします。
◆協賛金　１口　 5,000 円
◆申し込み受付場所　地域振興課
◆申し込み受付　随時下記で受け付けています。
※�８月 10日（木）までに協賛いただいた方は、配布
するうちわに氏名または事業名を記載します。ま
た、当日協賛一覧表を会場に張り出します。

花火協賛のお願い

　土日・夏季休暇と年次有給休暇を組み合わせて連続
休暇に！
　例えば、今年は週休２日制の会社で、８月 13日（日）
～ 15日（火）を夏季休暇とした場合、「山の日（祝日）」
により５連休となります。この前後に年次有給休暇を
プラスワンすると６連休となります。
　計画的に休暇を取り、ワーク・ライフ・バランスを
実践しましょう！

今年の夏は５連
休…いや６連休
をとって旅行に
行きたいね！

仕事は計画を立てて行うもの。それでは休暇は？

「仕事休
やす

もっ化計画」
まずは、夏季休暇からはじめよう！

8月

10日
（木）
プラスワン

11日
（金・祝）
山の日

12日
（土）

13日
（日）

14日
（月）

15日
（火）

16日
（水）
プラスワン
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◆参加資格　
　町内在住または在勤の方で、開催の期間を通じて
参加できる方
※同じ講座を３年受講された方は、受講できません。
◆日時　毎週金曜日　午前10時～正午
◆回数　12回　◆初回　９月１日　◆定員　25人
◆持ち物　筆記用具、足袋、肌着、タオル３枚、着物、
帯、小物類
◆参加費　無料
◆申し込み締切日　８月18日（金）必着
◆申し込み方法　
　往復はがき（１人１枚）に講座名・住所・氏名・
電話番号を記入し、下記まで郵送してください。
　直接申し込まれる場合は、返信用はがきをご持参
のうえお越しください。
※申し込み多数の場合は、抽選となります。
※学習日時の週は、一部変更になる場合があります。
※�着物をお持ちでない方は、講座開催中5,000円で
レンタルすることも可能です。数に限りがありま
すので、初回に先生にお問い合わせください。

　将棋の好きな皆さん、日頃の練習成果を試してみ
ませんか？当日は、公益社団法人日本将棋連盟七段
の長沼洋先生をお迎えし、広陵町将棋会の皆さんに
もお手伝いをお願いしています。ご家族の方も、ぜ
ひご観戦ください。
◆参加資格　町内在住の小学生
◆日時　８月27日（日）午前９時～
◆開催部門　
・�初級者の部（低学年レベル）
※順位なし
・上級者の部（高学年レベル）
◆申し込み締切日　
８月18日（金）
◆申し込み方法　下記へお電話ください。

着付講座受講生募集！

第46回秋季町民総合体育大会参加者募集！

第11回子ども将棋大会参加者募集！

　広陵中央公民館　参加者募集！！　

　スポーツの秋到来！日頃の練習の成果を試してみ
ませんか？右表10競技が町内の各会場で繰り広げら
れます。なお、広報４月号に挟み込みした「体育協
会だより」から日程や会場が一部変更となっていま
す。
◆参加資格　町内在住者および在勤者
※�競技種目により参加に関する要項が異なります。
詳しくは、事務局へお問い合わせください。
◆申し込み方法　中央公民館窓口でお申し込みくだ
さい。実施要項は事務局で配布します。
◆申し込み締切日　９月６日（水）午後５時
◆申し込み・問い合わせ先
広陵中央公民館内体育協会
事務局
☎（55）1181・4414

開催日（日曜日） 開催種目 開催場所

９月10日

卓球 真美ヶ丘体育館

柔道 中央体育館格技場

バスケットボール 広陵北体育館

バドミントン 中央体育館

９月10日
予備日　９月17日

テニス 真美ヶ丘テニスコート

ソフトテニス 健民テニスコート

ソフトボール 真美ヶ丘中学校

９月10日、17日
予備日　９月24日

軟式野球 健民運動場

９月17日
バレーボール 中央体育館

少林寺拳法 広陵北体育館

◆申し込み・問い合わせ先
広陵中央公民館
〒 635-0821　広陵町大字笠 382 番地１
☎（55）1181

　経済産業省では、夏場に電気事故が多く発生する
ため、毎年８月を「電気使用安全月間」と定め、電
気事故を防ぐための全国的な運動を展開していま
す。皆さんもいま一度、電気をご使用時に、安全に
使えているか振り返ってみてください。

　８月は「電気使用安全月間」です 電
気
は
ム
ダ
な
く
、

安
全
使
用
で
！

経済産業省主唱
　一般財団法人　関西電気保安協会

▲昨年の様子
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地
元
を
学
ぶ
た
め
、
町
内
の
小
学
３

年
生
は
、
社
会
科
で
地
域
学
習
を
行
い

ま
す
。
今
回
取
材
し
た
真
美
ヶ
丘
第
一

小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
北
校
区
お
よ

び
中
央
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

箸
尾
駅
を
出

発
し
、
教
行
寺

と
櫛く

し
た
ま玉
比ひ
め
の
み
こ
と

女
命

神
社
を
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お

寺
・
神
社
に
ま

つ
わ
る
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

元
気
よ
く
手
を
挙
げ
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
い
っ
ぱ
い
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、
町
の
こ

と
を
も
っ
と
知
ろ
う
ね
。

▲▼優勝おめでとうございます！

▲多くの方が参加しました

▲災害時に役立つロープワーク

▲教育長と広陵北小学校児童会の皆さん

▲教行寺のお話を聞きました ▲北校区はどんな街並みかな？

　

７
月
２
日
～
６
日
に
ア
メ
リ
カ
の

フ
ロ
リ
ダ
州
で
行
わ
れ
た
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
世
界
大
会
「W

o
rld
 Ju
m
p
 

R
o
p
e2
0
1
7
 C
h
am
p
io
n
sh
ip

」

に

チ
ー
ム
「
ブ
ラ
ン
チ
」
の
一
人
、
広
陵

中
学
校
３
年
の
白
根
千
紗
さ
ん
が
出

場
、
ま
た
、
コ
ー
チ
で
あ
る
町
内
在
住

の
田
中
有
樹
さ
ん
も
ご
自
身
の
チ
ー
ム

「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
」
で
同
大
会
に
出
場
し
、
両

チ
ー
ム
と
も
ス
ピ
ー
ド
部
門
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
自
分
た
ち
を
通
し
て
も
っ

と
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
広
陵
北
体
育
館
で
地
域

防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
校
区
の
各
地
か
ら
避
難
訓
練
を
さ

れ
た
方
が
到
着
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
土

の
う
作
り
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
、
約
４
７
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
災
害
時
、
即
座
に

対
応
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら

自
分
た
ち
で
で

き
る
防
災
を
考

え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

６
月
26
日
、
広
陵
北
小
学
校
児
童
会

の
皆
さ
ん
が
教
育
長
を
訪
問
し
、「
中

東
の
難
民
支
援
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
救
援
金
１
８
，
８
７
１
円

を
持
参
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
救
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
奈
良
県
支
部
を
通
じ
て
全
額
を
被

災
地
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

広
陵
北
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
55
）
８
３
０
０

世
界
大
会
部
門
別
優
勝
！

チ
ー
ム「
ブ
ラ
ン
チ
」・「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
」

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
！

～
北
校
区
地
域
防
災
訓
練
～

地
域
を
詳
し
く
学
ぼ
う
！

～
地
域
学
習
（
真
一
小
）
～

平
和
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
！

～
救
援
金
持
参（
北
小
児
童
会
）～
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今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ご
家
族

で
農
業
を
さ
れ
て
い
る
大
塚
六
道
山
の

雛
谷
さ
ん
で
す
。

　

雛
谷
さ
ん
は
野
菜
の
苗
や
花
の
苗
を

作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
野
菜
の
苗
は
春

先
と
夏
、
花
の
苗
は
初
夏
と
秋
頃
に
そ

れ
ぞ
れ
20
～
30
種
類
ほ
ど
作
る
そ
う
で

す
。
野
菜
の
苗
は
ナ
ス
、ト
マ
ト
、キ
ュ

ウ
リ
、ピ
ー
マ
ン
、ネ
ギ
、玉
ね
ぎ
な
ど
、

家
庭
菜
園
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
種
類
の

野
菜
を
中
心
に
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
合
わ
せ
て
１
０
０
万
株
以
上
か
ら

多
い
と
き
は
２
０
０
万
株
ほ
ど
に
な
る

そ
う
で
す
。

　

訪
問
し
た
農
地
に
は
ハ
ウ
ス
10
棟
近

く
が
建
ち
、ち
ょ
う
ど
花
苗
の
時
期
で
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
種
類
別
に
き
れ
い

に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
20
年
ほ
ど

前
の
台
風
で
、
広
陵
町
で
も
た
く
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
や
倉
庫
が
潰
れ
て
し
ま
い
、

当
時
花
苗
を
作
っ
て
い
た
農
家
の
多
く

が
離
農
し
た
そ
う
で
す
が
、
雛
谷
さ
ん

は
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　

利
彦
さ
ん
（
72
）
は
、
長
年
の
農
業

経
営
を
通
じ
て
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
農
業
に
限
ら
ず
、
な
ん
で
も
そ
う

だ
が
、
経
営
を
続
け
ら
れ
る
価
格
が
つ

く
こ
と
が
大
事
。
す
で
に
シ
ェ
ア
が
占

め
ら
れ
て
い
る
市
場
に
新
し
く
入
っ
て

地域を元気に！

Vol.8
　雛

ひなたに

谷　利彦さん、美恵子さん
勝
かつひろ

啓さん、美絵さん　
　訓

くにのり

規さん　
▲�（左から）利彦さんの

妻の美恵子さん、利彦さ
ん、

美絵さん、勝啓さん

い
く
の
は
と
て
も
難
し
い
。
農
業
で
言

え
ば
そ
れ
は
産
地
で
あ
り
、
産
地
の
も

の
だ
か
ら
信
頼
が
置
か
れ
、
き
ち
ん
と

値
段
が
つ
く
。
同
じ
も
の
を
産
地
以
外

の
地
域
が
作
っ
て
市
場
に
持
っ
て
行
っ

て
も
、
値
段
は
な
か
な
か
つ
か
な
い
。

　

農
業
の
形
態
も
変
わ
っ
て
き
た
。
昔

は
親
戚
や
村
ぐ
る
み
で
協
力
し
合
っ
て

農
業
を
し
て
い
た
が
、
機
械
化
が
進

み
、
個
々
の
家
で
農
作
業
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
は
競
争
す
る
農
業
。
全

て
農
協
が
買
い
取
っ
て
く
れ
る
昔
と
は

違
い
、
農
家
で
も
一
般
の
会
社
と
同
じ

よ
う
に
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き

残
っ
て
い
け
な
い
。

　

後
継
者
が
お
ら
へ
ん
と
言
う
け
れ

ど
、
親
が
農
業
は
大
変
、
儲
け
ら
れ
な

い
と
言
っ
て
い
た
ら
、
子
ど
も
は
農
業

を
や
り
た
が
る
は
ず
は
な
い
。
自
分
は

農
業
を
楽
し
ん
で
お
り
、
そ
う
し
て
続

け
て
い
た
ら
、
子
ど
も
も
農
業
を
始
め

て
く
れ
た
。」

　

そ
う
し
て
農
業
を
始
め
て
15
年
程
に

な
る
利
彦
さ
ん
の
長
男
、
勝
啓
さ
ん

（
45
）
は
、
妻
の
美
絵
さ
ん
や
弟
の
訓

規
さ
ん
と
と
も
に
、
苗
の
管
理
全
般
を

任
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
後
も
苗
を
安

定
供
給
で
き
る
こ
と
を
第
一
に
、
良
い

も
の
を
作
り
、
儲
け
ら
れ
る
し
っ
か
り

と
し
た
経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

利
彦
さ
ん
は
「
農
業
は
自
分
で
考
え

て
自
分
自
身
の
努
力
で
で
き
る
か
ら
楽

し
い
。
努
力
し
だ
い
で
良
く
も
悪
く
も

な
る
。
真
面
目
に
ず
っ
と
や
っ
て
い
れ

ば
、
信
頼
も
得
ら
れ
て
い
く
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
取
材
中
も
終
始
ご
家
族
で

和
気
藹あ

い
あ
い々

と
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課

☎
内
線
１
１
６
４

▲�野菜や花の苗は、量販店や市場に出荷する
ほか、近所の方もよく買いに来られるそう
です。

▲�花苗以外にも、取引先からの要望に応
じて、新しい種類の観葉植物の苗作り
にも挑戦されています。
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住
民
の
皆
さ
ん
に
「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
を
お
届
け
す

る
た
め
に
、
保
健
師
と
テ
ー
マ
別
の
講
師
が
、
校
区
単
位

で
地
域
を
巡
回
し
ま
す
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

※
参
加
者
に
は
経
口
補
水
液（
Ｏ
Ｓ
―
１
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

◆
持
ち
物　

お
茶
、
筆
記
用
具

◆
講
師　

管
理
栄
養
士

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

広
陵
元
気
塾

地
域
巡
回
型
健
康
教
室

◆時間　10:00 ～ 11:30
※希望者のみ　９:30 ～血圧測定

※��駐車場が限られています。皆さんの健康を維持する
ためにも、徒歩や自転車などでお越しください。

家庭でできる適塩
“ええ塩梅”ってどのくらい？

☆　第4回目のテーマ　☆

日にち 開催場所

８/16（水） 東部農村研修センター 東校区

８/17（木） 馬見南１丁目集会所　 真美一校区

８/22（火） 中公民館 北校区

８/29（火）
エコールマミ北館３階
マミルーム

真美二校区

８/31（木） 赤部公民館 西校区

「
い
の
ち
」
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

　

当
日
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗

品
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。（
な
く

な
り
し
だ
い
終
了
で
す
。）
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
概
要
）

１�
．
親
子
で
歯
科
検
診
（
お
子
さ
ん
の

フ
ッ
素
塗
布
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

２
．
お
と
な
と
こ
ど
も
の
体
力
測
定

３
．
お
と
な
の
骨
密
度
測
定

４
．�

各
種
測
定
コ
ー
ナ
ー

▲親子でストレッチ

▲積み木コーナー

５
．
食
育
コ
ー
ナ
ー

６
．
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ト
レ
ッ
チ

７
．
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

８
．
積
み
木
コ
ー
ナ
ー

９
．
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー

10
．
手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

11
．
防
災
・
防
犯
・
交
通
コ
ー
ナ
ー

12
．
そ
の
他
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

実
施
内
容
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

７
月
号
挟
み
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
内
）

☎
（
55
）
６
８
８
７

　普段口にしているみそ汁やスープにどれくらいの塩分が入っている
か、この機会に調べてみませんか？
◆持ち物　みそ汁、スープなど（汁のみ、100ml 程度）
※�ペットボトルなど密閉できる容器に入れて持参してください。（煮物
など汁物以外の固形は測定できません。）

ご家庭のみそ汁などの塩分濃度を測定します（希望者のみ）

８
月
６
日
㈰

８
月
６
日
㈰

参
加
費
無
料
‼

参
加
費
無
料
‼



2017.8 広報「KORYOこうりょう」15

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　

乳
幼
児
健
診
（
1
歳
６
か
月
、
３
歳

６
か
月
）
実
施
日
に
、
同
時
に
歯
周
疾

患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◆
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
周
疾
患

検
診
と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
相
談

◆
対
象
者　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
現

在
歯
科
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
定
員　

各
回
５
人
（
先
着
順
、
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

◆
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所

に
て
受
け
付
け
ま
す
。
各
回
、
実
施
日

の
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
55
）
６
８
８
７

※すべて金曜日です

平成29年 8月 9月 10月 11月

受付時間
15：00～
　　　15：15

  4日   8日   6日 10日

18日 15日 13日 17日

◆実施日時

　

こ
の
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は
11
歳

～
13
歳
（
誕
生
日
の
１
日
前
）
で
す
が
、

標
準
的
な
接
種
期
間
と
し
て
小
学
校
６

年
生
の
間
に
接
種
す
る
こ
と
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
有

料
で
の
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
転
入

な
ど
で
予
診
票
の
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
対
象
者
に
は
、
案
内
通
知
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

◆
接
種
対
象
者

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
お
よ
び
13
歳
未
満
で
未
接

種
の
方

◆
接
種
方
法

町
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

※�

町
外
医
療
機
関
で
の
接
種
を
ご
希
望

の
場
合
、
医
療
機
関
に
接
種
を
実
施

し
て
い
る
か
確
認
の
う
え
、
事
前
に

母
子
手
帳
と
予
診
票
を
持
っ
て
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
内
）

☎
（
55
）
６
８
８
７

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

２
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

鼻
に
関
す
る「
講
演
会
」と「
無

料
相
談
」
の
案
内

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
（
乳
幼

児
期
）
な
ど
に
関
す
る
相
談

◆
日
時　

８
月
９
日
（
水
）　

午
後
２

時
～
４
時
※
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
場
所　

奈
良
商
工
会
議
所
地
下
１
階

会
議
室　

奈
良
市
登
大
路
町
36
―
２

◆
内
容　

講
演
「
花
粉
症
と
ニ
オ
イ
の

話
」　

◆
講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学
耳
鼻
咽

喉
・
頭
頸
部
外
科
学
教
室
教
授　

北
原

糺
先
生

◆
問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
県
医
師
会
耳

鼻
咽
喉
科
部
会
事
務
局

☎
０
７
４
４
（
22
）
７
７
９
６

◆場所
奈良県医師会館１階　県民健康サービス室
（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
◆問い合わせ先　
〒634-8502　橿原市内膳町5-5-8
奈良県医師会各主催部会
☎0744（22）8502　 0744（23）7796

奈良県医師会 健康相談

相談日の種類 日時 予約

目の健康相談 8月  8日（火）
14:00 ～ 15:00 不要

整形外科に関する健康相談
受付締切：8月21日（月）

8月22日（火）
14:00 ～ 15:00 必要

精神科に関する健康相談 8月25日（金）
15:00 ～ 16:00 必要

内科疾患に関する健康相談 8月29日（火）
14:00 ～ 15:00 必要

お気軽にお問い合わせください。

○
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

妊
娠
中
や
産
後
の
体
調
、
母
乳
の
こ

と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
以
外
に
面
談
や
家
庭

訪
問
も
行
い
ま
す
。
面
談
、
家
庭
訪
問

に
つ
い
て
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日

○
毎
週
火
～
木
曜
日
、
午
前
９
時
～
正
午

水
曜
日
の
み
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
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「ロボットでバケツリレーをしよう！」
　レゴでロボットを作り、簡単なプログラミングを
体験します。グループでロボットを動かして、バケ
ツリレーで競走します。ふるってご参加ください。
◆日時　９月９日（土）　
①午前10時～ 11時30分　
②午後１時～２時30分
③午後３時10分～４時40分
◆場所　高山サイエンスプラザ４階
（学研北生駒駅よりバス、サイエンスプラザ下車）
◆参加費　１人500円
◆対象　小学生（保護者同伴要）
◆定員　各回８人　計24人（抽選制）
◆申し込み方法　Eメール・FAX・はがきでイベン
ト名称、希望時間（第３希望まで）、参加者氏名（フ
リガナ）、校名、学年、住所（郵便番号）、Eメール、
FAX、電話番号を記入してください。
◆申し込み期間　８月１日（火）～ 22日（火）必着
◆その他　当選通知は、８月28日までに行います。
落選通知は行いません。
◆申し込み・問い合わせ先　
奈良先端大支援財団
（〒630-0101、生駒市高山町8916-12）
☎0743（72）5815　 0743（72）5819
Eメール　kagaku@science-plaza.or.jp
ホームページ　http://www.science-plaza.or.jp

科学を楽しく学ぼう！
第89回NAIST サイエンス塾

広陵パークゴルフコース
「月例杯」参加者大募集！

　広陵パークゴルフコースでは、毎月第２土曜日に
月例杯を開催しています。
◆日時　８月12日（土）
○開会式　午前８時40分　
○競技開始　午前９時
○終了予定　正午（終了後表彰式）
○解散　午後１時頃　
※�雨天決行　（警報発令時の場合は中止します）
◆場所　広陵パークゴルフコース
（広陵町大字百済2438番地1）
◆参加費　○広陵町および香芝市の方 1,100円　
　　　　　○上記以外の方　　　　　 1,700円
※�プレイ代・賞品代が含まれています。
※貸しクラブ使用料は別途必要となります。
※�直前のキャンセルや連絡なく欠場された場合は
キャンセル料をいただく場合があります。
◆申し込み締切日　８月８日（火）
◆申し込み方法　直接お申し込みください。
◆問い合わせ先　☎（55）8957
※�「元気会」の大会も毎月第4日曜日に開催していま
す。詳しくは、お問い合わせください。

　空き家相談会

　幼稚園教諭・保育士の
支援スタッフ募集

相談日時（８月分） 相談場所

８月12日（土）
セミナー　13：00～ 14：00
相談会　14：15～ 16：15

上北山村振興センター３階
大集会室
（吉野郡上北山村大字河合
330番地）

８月19日（土）
セミナー　13：00～ 14：00
相談会　14：15～ 16：15

下市町観光文化センター２
階　研修室
（吉野郡下市町下市3071）

◆入場料　無料
◆予約　セミナーについては予約不要、相談会につ
いては、予約が必要です。
◆申し込み・問い合わせ先
特定非営利活動法人 空き家
コンシェルジュ
☎・  0744（35）6211

　やりがいのある職場で働いてみませんか。随時募
集しています。
◆勤務内容　保育および幼児教育の補助
◆勤務先　町内の公立幼稚園、保育園など
◆応募資格　
保育士・幼稚園教諭の両方の資格を有する方
◆勤務日および勤務時間　月曜日～金曜日の午前７
時30分～午後７時のうち７時間勤務
※�行事などにより土日および祝日の勤務が発生する
場合があります。
※勤務時間については、相談に応じます。
◆賃金（時間給）　1,000円
※通勤手当は一般職に準じます。
◆応募方法　次の書類をご持参のうえ、役場企画調
整課にご応募ください。
○�履歴書（市販のＡ４判　自筆に限る　写真添付）
○�資格を確認できる書類（免許の写しなど）
◆問い合わせ先　子ども支援課　☎（55）6820
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救急受診判断アプリ「Ｑ助」のご案内
～救急車を呼ぶ？自分で病院へ行く？迷ったら～

９月９日は何の日でしょう？

　総務省消防庁は、急な病気やけがをしたときに、
救急車を呼ぶか自分で病院を受診するべきかの判断
を助けてくれるアプリ「全国版救急受診アプリ（愛
称「Q助」）」を公開しました。
　該当する症状および症候を画面上で選択していく
と、緊急度に応じた必要な
対応が表示され、「今すぐ救
急車を呼びましょう」・「で
きるだけ早めに医療機関を
受診しましょう」などが表
示されます。
　その後、医療機関の検索
（隣県の情報も閲覧できるよ
うに、厚生労働省の「医療
情報ネット」にリンク）や、
受診手段の検索（一般社団法人全国ハイヤー・タク
シー連合会の「全国タクシーガイド」にリンク）を
行うことができます。

　９月９日は「９（きゅう）９（きゅう）」の語呂
合わせから、「救急の日」とされています。奈良県
広域消防組合では、救急フェアを開催します。
◆内容
・女性消防団員による心肺蘇生法の指導
・�会場にてムラージュ（ケガなどを特殊メイクで再
現）を施術された方（希望者）への応急手当
・救急車、消防車、応急手当普及啓発車の展示
・子ども用防火服を着用しての記念撮影
・煙体験ハウスによる体験
・�広陵町の「かぐやちゃん」、香芝市の「カッシーく
ん」による応急手当の啓発
◆日時　９月９日（土）　午前９時～ 11時（雨天中止）
◆場所　真美ヶ丘第一小学校
※�車で来場の方は会場南約300ｍの西谷近隣公園を
ご利用ください。
◆問い合わせ先　奈良県広域消防組合　広陵消防署
救急課　☎（55）4123

奈良県広域消防からのお知らせ

「通知カード」の受け取り、「マイナンバーカード（個
人番号カード）」の交付・申請のため、休日業務を
行います。
※上記以外の業務は行っていません。
　ご了承ください。
◆日時　８月27日（日） 
午前９時～午後３時
◆窓口開設場所　
広陵町役場１階　住民課
◆問い合わせ先　
住民課　☎内線1132
※なお、混雑状況によりお時間をいただく場合があ
りますので、ご了承ください。

マイナンバー手続き
休日住民課窓口開設のお知らせ

▲マイナちゃん

　町が保有する情報を町民の皆さんと共有するこ
とで、透明性の高い町政を実現し、公正で民主的
な住民自治を推進するため、町民の皆さんに広く
情報を公開しています。

　氏名・住所・生年月日などが含まれた特定の個
人がわかる情報について、個人の権利や利益が著
しく損なわれないために、個人情報保護条例が定
められています。

皆さんご利用ください

平成28年度の情報公開制度の運用状況

公開請求 不服
申立
件数

情報公開
ｺｰﾅｰ利用
状況

請求
件数

全部
公開

部分
公開

非公開 却下 取下 文書
不存在

7 2 2 1 2 0 0 0 124

個人情報
取扱事務
の件数

開示請求件数 訂正
請求
件数

利用停
止請求
件数

不服
申立
件数

開示 部分開示 不開示

1,226 2 0 2 0 0 0 0

☆町の情報公開制度

◆問い合わせ先　総務課　☎内線 1239

☆個人情報保護制度

平成28年度の個人情報保護制度の運用状況○村井基員さん（南郷）
　母、キミ子さんは、６月７日、98歳で逝去されま
した。
　いただきましたご寄付は、皆さんの温かいお気持ち
におこたえできるよう、福祉基金に積み立てるほか、
さまざまな福祉事業で大切に使わせていただきます。
◆問い合わせ先　広陵町社会福祉協議会
☎（55）8300

ご寄附ありがとうございました（満中陰志）
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募
集
・
お
知
ら
せ

放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
も

登
録
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

新
年
度
の
保
育
園
入
園
申
し
込

み
の
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
の
登
録
申

込
み
の
時
期
が
例
年
の
10
月
か
ら
９
月

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
、
平

成
30
年
度
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
９
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
支
援
課

☎
（
55
）
６
８
２
０

　

保
育
園
の
申
し
込
み
の
時
期
が
例
年

の
10
月
か
ら
９
月
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
９
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
以
降
も
現
在

入
所
し
て
い
る
町
外
の
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
に
引
き
続
き
通
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど
も
支
援
課
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

ち
ら
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
は
広
報
９

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
支
援
課　

☎
（
55
）
６
８
２
０

　

最
近
、
保
険
適
用
範
囲
の
誤
解
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受
診
が
増
え
て

い
ま
す
。
整
骨
院
・
接
骨
院
の
診
療
に

は
、保
険
証
が
「
使
え
る
場
合
」
と
「
使

え
な
い
場
合
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受

診
の
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
使
え
る
場
合
」

①�

打
撲
、
挫
傷
（
肉
離
れ
等
）、
ね
ん

ざ
（
ス
ポ
ー
ツ
で
の
ね
ん
ざ
な
ど
）

②�

骨
折
、
脱
臼
の
施
術
（
緊
急
時
の
応

急
処
置
以
外
は
医
師
の
同
意
が
必
要

で
す
。）

「
使
え
な
い
場
合
」

右
記
の
①
②
以
外

例
：
日
常
生
活
に
お
け
る
疲
れ
や
肩
こ

り
、
加
齢
に
よ
る
腰
痛
、
神
経
痛
、
肉

体
疲
労
な
ど

※�

仕
事
中
や
通
勤
中
に
起
き
た
負
傷

は
、労
災
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

○
正
し
く
受
診
す
る
た
め
の
注
意
事
項

・
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・�

病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま
せ

ん
。（
同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
重
複
し

て
受
診
し
た
場
合
、
施
術
料
は
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

～�

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
に

正
し
く
か
か
り
ま
し
ょ
う
～

�

・�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
医
師

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

�

・
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・�「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
は
内
容
を

確
認
し
、
自
分
で
署
名
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
内
線
１
１
４
４

　

低
所
得
者
を
対
象
に
臨
時
福
祉
給
付

金
（
経
済
対
策
分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

平
成
28
年
度
分
市
町
村
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※�

他
の
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
や
、
生
活
保
護
受
給
者
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額

一
人
当
た
り　

１
５
，
０
０
０
円

◆
申
請
に
つ
い
て　

  
給
付
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
へ
事
前

に
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
平
日
午

　

前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

◆
問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
福
祉
給
付
金

受
付
窓
口
（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
（
54
）
１
１
３
１

※�

こ
の
給
付
金
を
装
う
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
は
８
月
31
日
ま
で
で
す

◆
申
し
込
み
方
法　

役
場
地
域
振
興
課
、
郵
便
局
を
除
く
広

陵
町
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
チ
ラ

シ
に
希
望
の
色
（
す
ほ
う
・
黒
）
と
冊

数
を
記
入
の
う
え
、
地
域
振
興
課
へ
直

接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
期
限　

９
月
５
日
（
火
）

◆
配
布　

10
月
下
旬
予
定

◆
代
金　

１
冊　

５
０
０
円
（
税
込
）

※
手
帳
と
引
き
換
え

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課　

☎
内
線
１
１
６
５
（
55
）
１
０
０
１

（
55
）
１
０
０
９

平
成
30
年
度
版
「
奈
良
県

民
手
帳
」
の
申
し
込
み
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第
１
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

町
で
は
、
全
て
の
方
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
目
指
し
、
人
権
教
育
・
人

権
啓
発
を
進
め
る
た
め
に
、
人
権
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

８
月
22
日
（
火
）　

午
後
１
時
30
分　

◆
場
所

広
陵
中
央
公
民
館　

２
階
大
会
議
室

◆
内
容　

講
演　

演
題　
「
ネ
ッ
ト
社
会
と
人
権
」

講
師　

奈
良
ふ
ら
っ
と
市
民
会
議
代
表

　

中
野
博
章
さ
ん

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展

は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

社
会
に
お
け
る
功
罪
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
前
に
、
大
人
が
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
主
催　

広
陵
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
広
陵
中
央
公
民
館
内
）

☎
（
55
）
１
１
８
１

◆
対
象
者　

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
に

よ
り
悩
ん
で
い
る
方

◆
開
催
日
時
・
開
催
場
所

○
８
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
―
11
）

☎
０
７
４
４
（
26
）
０
２
３
３

○
８
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時
～
正
午

奈
良
県
文
化
会
館　

第
３
会
議
室

（
奈
良
市
登
大
路
町
６
―
２
）

☎
０
７
４
２
（
23
）
８
９
２
１

◆
相
談
者　

専
門
看
護
師
、支
部
役
員
、

ス
ト
ー
マ
装
具
業
者
が
対
応
し
ま
す
。

◆
相
談
費
用　

無
料

◆
申
し
込
み　

不
要

◆
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
奈
良
県
支
部
事
務
局　

☎
０
７
４
２
（
49
）
１
８
３
９

人
工
肛
門
・
人
工
膀ぼ

う
こ
う胱

の
方
へ

の
個
別
相
談
会
開
催

戦
没
者
追
悼
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す

　

毎
年
、
８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
り
、

日
本
武
道
館
で
は
、
今
年
も
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
広
陵
町
で
も
正
午
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
未

来
永
劫ご

う

の
平
和
を
祈
る
た
め
、
黙
祷
を

捧さ
さ

げ
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
あ
い
さ
つ
・
声

か
け
・
鍵
か
け
運
動「
チ
ャ
レ
ン
ジ“
絆
”

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

家
の
門
扉
な
ど
に
防
犯
シ
ー
ト
（
左
写

真
）
を
掲
げ
、
住
民
が
相
互
に
あ
い
さ

つ
を
行
う
と
と
も
に
、
見
知
ら
ぬ
人
に

も
声
か
け
を
行
い
、
地
域
の
連
帯
感
や

絆
を
深
め
、
地
域
の
防
犯
力
を
高
め
、

犯
罪
を
追
い
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
は
原
則
自
治
会
単
位
で
す
が
、

班
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

香
芝
警
察
署
生
活

安
全
課　

☎
（
71
）
０
１
１
０

香
芝
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
絆
”
～

◆
集
会
テ
ー
マ　

こ
れ
で
い
い
の
か　

ネ
ッ
ト
社
会　

深
刻
な
人
権
侵
害
の
今

を
斬
る
！

～
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
部
落
差
別
の
解

消
を
め
ざ
し
て
～

◆
日
時　

8
月
10
日
（
木
）　

午
後
1

時
30
分

◆
場
所　

田
原
本
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

弥
生
の
里
ホ
ー
ル

（
田
原
本
町
阪
手
２
３
３
―
１
）

◆
参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

市
町
村
人
権
・
同
和
問
題
「
啓
発
連
協
」

事
務
局

☎
０
７
４
４
（
22
）
９
６
１
１

市
町
村
人
権
・
同
和
問
題
「
啓
発

連
協
」　

第
14
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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和やか
編集後記

担当Ⓚの

消費生活相談 国保中央病院だより

　この数年で、格安スマホの利用者数が急増する
と同時に、全国の消費者センターなどへの相談も
増えています。
［事例］　格安スマホのSIMに関する落とし穴
　カードと端末を申し込んだ。３日後に端末は届
いたが、すぐに電源が入らなくなった。端末メー
カーに連絡すると、「修理に１か月はかかり、代
替機の貸し出しサービスはない」という。１か月
間スマートフォンが使えないのは非常に困るの
で、初期契約解除を申し出たところ対象外と言わ
れた。
　格安スマホ会社の音声通話付きの携帯電話の契
約は、初期契約解除等の解約ルールの範囲に含ま
れません。そのため、契約直後であっても解約料
が発生してしまいます。
【格安スマホの特徴】
○�実店舗が少ないため、自分で契約や利用開始の
手続きを行う場合がある。
○�今までの携帯電話会社では無料だったサービス
が有料の場合がある
○メールアドレスの提供がない場合がある
○�端末と通信サービス（SIMカード）が別々に契
約できるため、今まで使っていた端末をそのま
ま使うこともできる。その場合、格安スマホ会
社の SIM カードが使えるか確認しておく必要
がる。

　格安スマホは比較的安い料金で利用できること
が魅力です。その安い料金は、通信容量・速度を
制限する、提供するサービスを限定
する等、様々な方法で運営コスト
を下げることで成り立っています。
今までの携帯電話会社と同じサー
ビスが受けられるとは限らないこ
とを認識しておく必要があります。

◆問い合わせ先　
地域振興課　☎内線 1162

　サルコペニアとは、加齢や疾患により「筋肉量
が減少すること」で、握力や両脚の筋肉など、全
身の筋力低下が起こることを指します。またそれ
に伴い、歩くスピードが遅くなる、杖や手すりが
必要になるなど、「身体機能の低下が起こること」
も含まれます。加齢とともに筋肉量が減少してい
きますが、適切な栄養摂取や運動をせずにいると、
筋肉量の減少はますます進みます。サルコペニア
の予防方法としては、
① しっかりと栄養を摂取する
栄養バランスに注意しながら、タンパク質の摂取
を意識しましょう。栄養が十分に摂取されていな
いと、筋肉のタンパク質が分解されてしまうおそ
れがあります。
② 体重を管理する
肥満に注意するのはもちろん、急激な体重減少や
痩せすぎのチェックも必要です。
③ 運動をする
安静にしている時間をできるだけ減らし、有酸素
運動やスクワットなどの筋肉トレーニングを無理
のない範囲で長く続けましょう。
　体重減少が気になる方や基礎疾患がある方は、
かかりつけ医への相談をおすすめします。
◆問い合わせ先
　国保中央病院　☎ 0744（32）8800

　国保中央病院のロゴマークをつくることになり
ました。どなたでも応募可能です。多数のご応募
をお待ちしています。
◆募集期間　８月１日（火）～９月 15日（金）
詳細については病院ホームページでご確認くださ
い。（http://www.kokuho-hp.or.jp）
◆問い合わせ先
国保中央病院組合　企画総務課
☎ 0744（32）8800　

格安スマホを契約する前に 筋肉量、足りてますか？サルコペニアとは？

理学療法士　吉川雄一郎

国保中央病院ロゴマーク募集のお知らせ

人
生
初
、
金
明
太
鼓
の
練
習
に
参
加
し
た

広
報
担
当
Ⓚ
で
す
。

最
初
は
恐
る
恐
る
叩
い
て
い
ま
し
た
が

い
つ
し
か
叩
く
の
が

楽
し
く
な
っ
て
き
て

テ
ン
シ
ョ
ン
Ｍ
Ａ
Ｘ
！

叩
き
終
わ
っ
た
後
、
汗
だ
く
に

な
り
ま
し
た
が
、
清
々
し
い

達
成
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
体
験
を
！

詳しくはP. ７をご参考く
ださい。

「金明太鼓を
初体験！」
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◆図書館司書のおすすめ新着書籍
※【000.0 ア】は図書分類番号です

　「むしさんへ　いいものあげるからのぼっておい
で！」。謎のメッセージが気になって、ハチさんが交通
整理をするなか、50 匹の虫たちが上を目指して登り
ます。さて一体なんの行列なのかな？最後の最後まで
ワクワクが止まらない絵本です。

上から見る！風流に金魚を飼うための本

球道恋々 むしさんなんのぎょうれつ？

おれたちのトウモロコシ
著者／菊池洋明　出版社／秀和システム　【666.9 キ】

著者／木内昇　出版社／新潮社　【Ｆキ】

著者／矢嶋加代子　出版社／文研出版　【913 ヤ】

著者／オームラトモコ  出版社／ポプラ社  【Ｅオ】
　時は明治。野球経験者だった銀平に、突如母校の一
高からコーチの依頼が舞い込んだ。後輩の指導をする
うち情熱が再燃し、彼は草野球のチームへと入団する。
そんな折、大新聞が野球有害論を唱えだし……。野球
への愛と人生の喜びに満ちあふれた物語。

　竜也と真琴と健は、３人で旅行に行くお金を得るた
め、トウモロコシの栽培をはじめる。慣れない作業に
悪戦苦闘し、カラスや自然災害に悩まされながらも智
恵を出し合い体を張って頑張るが、果たして彼らは無
事トウモロコシを収穫することができるのか？

　現在はガラス水槽で飼うため横から見ることの多い
金魚。実は、元々鉢で飼われていたため、上から見て
美しく見えるように改良された生き物なのです。古く
から伝わる鑑賞方法「上見」による金魚の魅力や風流
に飼育するためのポイントなどを紹介します。

～ 一般書 ～ ～ 児童書 ～

8月の図書館休館日
　7 日（月）、14 日（月）、21 日（月）
  28 日（月）

◆上映日時
○９月１日（金）　午前 10時～
「飛べ！ダコタ」　（2013年・カラー版）
○ 10月６日（金）　午前 10時～
「最高の人生の始め方」　（2012年・カラー版）
◆場所　視聴覚室　◆定員　50人（先着順）
◆申し込み受付　
・９月１日上映分…８月４日（金）から
・10月６日上映分…９月１日（金）から

◆内容　夏の思い出に世界で１つだけのおそろいＴ
シャツをつくりませんか？
　自分で描いたイラストをプリントしてオリジナル
のＴシャツをつくります。
◆日時　８月 20日（日）午後１時 30分～３時
◆場所　視聴覚室　◆対象　小学生とその保護者
◆定員　20組（先着順）
◆持ち物　無地のＴシャツ、鉛筆、消しゴム、黒マジック
◆講師　入江修さん
◆申し込み受付　８月５日（土）から

◆内容　９月１日は防災の日です。近年の自然災害
の恐ろしさについて学び、広陵町ではどのような災
害が起こり、どのように備えればいいかを学びます。

金曜名画劇場においでよ！

◆日時　８月 27日 ( 日 ) 午後１時 30分～３時
◆場所　視聴覚室　
◆定員　50人（先着順）
◆講師　菅野 耕三さん（大阪教育大学名誉教授）
◆申し込み受付　８月９日（水）から

　９月の蔵書点検に伴う図書の特別貸出が、下記の
とおり始まります。
◆特別貸出期間

※�蔵書点検期間は、９月８日（金）～ 21日（木）で、
この間は休館となります。

◆内容　赤ちゃん向けの絵本を自由に手にとって読
んだり借りたりすることができます。おはなし会や
手あそびも行います。
◆日時　８月３日・17日　午前 10時 30分～ 11時 30分
（毎月第１・３木曜日開催）
◆場所　視聴覚室

蔵書点検に伴う特別貸出について

期     間 貸出冊数・点数など

図書  8/25（金）～ 9/7（木）  1人10冊　４週間

視聴覚
資料  9/ １（金）～ 9/7（木）  1人 ２点　３週間

図書館教養講座
「奈良県の自然災害」受講生募集

平和パネル展のお知らせ

図書館講座「オリジナルＴシャツをつくろう」

☆赤ちゃんから絵本を楽しもう☆
◆内容　原爆の恐ろしさ、被爆の実相についてのパ
ネルを展示します。昔あった戦争について考えてみ
ましょう。
◆日時　８月 11日（金・祝）～ 20日（日）
◆場所　展示ホール

  図書館情報コーナー



役 場（ 代 表 ）

さわやかホール

社 会 福 祉 課

介 護 福 祉 課

子ども支援課

保健センター

社会福祉協議会

上 下 水 道 部

グリーンパレス

クリーンセンター

図 書 館

中 央 公 民 館

スポーツ振興課

はしお元気村

広陵パークゴルフコース

シルバー人材センター

広 陵 消 防 署

香 芝 警 察 署

広 陵 交 番

馬 見 交 番

箸 尾 駐 在 所

☎（55）1001

☎（55）4010

☎（55）6771

☎（54）6663

☎（55）6820

☎（55）6887

☎（55）8300

☎（55）2234

☎（55）5755

☎（57）2000

☎（55）4946

☎（55）1181

☎（55）4414

☎（57）3232

☎（55）8957

☎（55）8265

☎（55）4123

☎（71）0110

☎（55）2754

☎（55）4491

☎（56）2149

主な電話番号

町の人口

－ telephone －

－ population －

人のうごき（町の人口）

○面積（大字別）
１位　大字三吉　3.25㎢
２位　大字百済　2.17㎢
３位　大字南郷　1.32㎢
※出典：広陵町史（平成７年刊）
　早くも三吉は二冠達成！ちな
みに今回のランキングはニュー
タウン地域を開発前の大字に含
めたため、真美ヶ丘地区はラン
キングに含まれていません。
（詳しくは、町ホームページへ！）
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平成 29 年 6月末日現在（前月比）

おかけ間違いのないように！

人口
男
女

世帯

8月号

今月の相談

介
紹
歌
詠
の
室
教
歌
短
・
句
俳

映
心

の

句
投

四
季
の
歌

教育相談に関する
問い合わせ先
学校支援室
☎内線1299

相談名
相談日時 
※祝日は休み

相談場所 問い合わせ先

法律相談
8月16日
（毎月第３水曜日）
9:30 ～ 12:00

グリーンパレス
４階

社会福祉課　☎（55）6771
※事前予約が必要です。
　予約受付開始日  8/10（木）8：30 ～
※土・日・祝は除きます。
※�定員になりしだい締め切ります。

心の健康
相談室

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

電話受付
※�希望で来所も
受け付けます。

心の健康相談室　☎（54）0220
※�カウンセリングは行っていません。相
談内容によっては、専門機関を紹介す
る場合があります。

消費生活
相談

広陵町　毎週木曜日
香芝市 毎週月・火・水・金
（広陵町の方も利用できます）
①10:00 ～ 12:00
②13:00 ～ 15:00

（広陵町）
さわやかホール

地域振興課　☎（55）1001（内線1162）
相談電話
広陵町　☎（55）1001（内線2142）
（電話は相談時間内のみ）
香芝市　☎（44）3313

（香芝市）
香芝市役所
（消費生活センター）

行政相談委員
定例相談所

 8月10日・24日
（毎月第2・第4木曜日）
13:00 ～ 16:00

さわやかホール
１階　相談室

住民課　☎（55）1001（内線1132）
さわやかホール（相談時間内のみ）
☎（55）4010

生活自立
サポート相談

 8月18日
（毎月第３金曜日）
 9:00 ～ 16:00

さわやかホール
１階　相談室

奈良県中和生活自立サポートセンター
☎0120（85）1225（予約制）

広陵町ランキング  vol.5

（＋  6人）
（＋  1人）
（＋  5人）
（＋10 世帯）

34,988 人
16,794 人
18,194 人

12,850 世帯

教
育
相
談

相談名 相談日時 相談場所 対象者

心の
相談室

  8/14（月）
  9:15 ～ 12:45

広陵中学校 北館１階
カウンセリング室 小・中学生と

その保護者  8/28（月）
14:00 ～ 17:30

真美ヶ丘中学校 ３階
カウンセリング室

まなび
相談室

  8/14（月）
①14:00 ～ ②15:45 ～

広陵中学校 北館１階
カウンセリング室

３歳児から中学生まで
とその保護者

子ども
と親の
相談

８月は相談を受け付けていません。

※９月から相談を再開します。

○標高（大字別）
最高地点　馬見南２丁目　 79.8m
最低地点　大字大場・萱野  40.8m
（参考：広陵町役場　51.23m）
※出典：広陵町史（平成７年刊）
　最高地点は、真美一小の南側、
真美ヶ丘配水場のある地点です。
最低地点は、葛城川と曽我川の
合流地点です。広陵町は北に行
くほど標高が低くなります。
（詳しくは、町ホームページへ！）

夏
の
旅
は
た
め
く
鯛
の
縁
起
旗	

三
住
　
敏
子

巻
き
つ
い
て
凌の

う
ぜ
ん霄

の
赤
人
を
恋
ふ	

南
　
　
秀
子

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
自
分
で
な
く
な
り
し	

宮
崎
　
和
子

百
度
踏
む
人
黙
々
と
玉
の
汗	

村
本
知
寿
子	

豪
々
と
山
を
呑
み
こ
む
あ
ば
れ
梅
雨	

安
井
　
京
子

で
で
虫
の
筋
き
は
や
か
に
葉
に
栖
め
り	

麻
生
　
郁
世

衣
擦
れ
の
音
の
か
す
か
に
日
傘
過
ぐ	

有
本
恵
美
子

五
月
晴
草
青
々
と
砂
場
か
な	

淡
口
　
邦
隆

香
煙
の
流
れ
に
僧
の
う
す
衣	

池
嶋
　
庄
市

流
水
に
産
毛
を
洗
ふ
早
桃
か
な	

池
端
　
英
子

追
懐
の
乏と

ぼ

し
き
昭
和
ゆ
す
ら
う
め	

石
原
　
　
米

ぽ
た
ぽ
た
と
滴
る
汗
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス	

上
田
友
紀
子

こ
の
風
の
先
に
路
地
あ
り
濃
紫
陽
花	

大
山
眞
由
美

白
日
傘
た
た
み
て
峡か

い

の
風
を
受
く	

岡
本
か
よ
子

梅
雨
晴
れ
や
南
面
白
し
男
子
寮	

閤
田
　
　
廣
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▪�
お
お
や
ま
と
環
境
整
美
事
業

協
同
組
合☎（

52
）
２
９
８
２

９
日
収
集
地
区

　

�

六
道
山
・
大
塚
・
安
部
・
平

尾
・
平
尾
住
宅

18
日
収
集
地
区

　

安
部
・
南
郷
・
古
寺
・
百
済

23
日
収
集
地
区

　

�

疋
相
住
宅
・
大
垣
内
・
斉
音

寺
・
笠
・
笠
東

25
日
収
集
地
区

　

大
垣
内
・
疋
相
・
赤
部
・
新
家

▪
大
和
清
掃
企
業
組
合

☎（
52
）
３
３
７
２

１
日
・
２
日
収
集
地
区

　

�

沢
・
大
野
・
萱
野
・
南
・
弁

財
天
・
的
場
・
大
場
・
中
・

寺
戸
・
広
瀬

※�

臨
時
汲
み
取
り
の
際
は
、
ご

希
望
の
日
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

〈
９
月
は
１
日
・
２
日
の
予
定
〉

作
業
の
都
合
に
よ
り
、
予
定
を

変
更
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

8
月
の

　

し
尿
収
集
予
定

なかよし広場

マミつどいの広場

◆問い合わせ先　子ども支援課  ☎（55）6820

開催日 毎月第２・４火曜日

開催時間 9:30 ～ 11:30

場　所 さわやかホール４階大会議室

対象者 町内在住の就学までの親子

開催日 毎週水・木・金曜日

開催時間 9:30 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

場　所 はしお元気村

対象者 町内在住の就学までの親子

開催日 毎週火・水・木曜日

開催時間 10:00 ～ 15:00

場　所 エコール・マミ南館２階　マミホール

対象者 町内在住の就学までの親子

平成 29 年度
口座振替引落日程表

納期限を過ぎた納付書では納付できません。
金融機関やコンビニで納める場合は、納期限
にご注意ください。

引　落　日 諸税など

８月25日（金） 上・下水道使用料（８月分）

８月28日（月）

保育園保育料（８月分）
学童保育料（８月分）
（放課後子ども育成教室利用料）

幼稚園保育料（８月分）

８月31日（木）

国民健康保険税（２期）

介護保険料（２期）

後期高齢者保険料（２期）

町営住宅使用料（８月分）

◆問い合わせ先
○上・下水道使用料について
　上下水道部　☎（55）2234
○その他諸税など
　税務課　☎�内線1113 ～ 1117

山
門
に
ツ
バ
メ
の
寝
ぐ
ら
残
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
入
り
日
に
染
ま
り
童
ら
帰
る	

池
田
　
陽
子

あ
じ
さ
い
の
露
ほ
ろ
ほ
ろ
と
こ
ろ
が
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
婦
人
の
涙
を
さ
そ
え
る
さ
ま
に	

上
村
　
敏
子

風
に
髪
な
び
か
せ
な
が
ら
ペ
ダ
ル
こ
ぐ

　
　
　
　
　
　
下
校
途
中
の
少
女
の
笑
顔	

奥
田
喜
美
子

お
浄
土
は
死
し
て
向
か
う
に
あ
ら
ず
し
て

　
　
　
　
　
　
生
き
て
住
ま
う
も
可
な
り
と
い
う
も	

栗
巣
　
勝
子

満
点
と
い
か
ず
も
良
し
と
ロ
ボ
ッ
ト
に
　

　
　
　
　
　
　
ま
か
せ
し
掃
除
我
よ
り
き
れ
い
に	

中
村
美
千
代

大
字
や
議
員
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
民
の
こ
こ
ろ
は
言
葉
で
動
く	

山
村
美
咲
子

梅
雨
晴
や
遠
山
を
撮
る
雲
を
撮
る	

小
林
　
和
子

風
を
よ
む
雲
動
か
し
て
梅
雨
晴
る
る	

坂
上
美
和
子

雄お

ご
こ
ろ
を
汲
め
ぬ
雌め

ご
こ
ろ
業
平
忌	

志
田
　
久
仁

植
田
は
や
水
の
景
よ
り
風
の
景	

島
浦
　
澄
子

期
待
し
た
朝
顔
の
家
貸
屋
札	

園
田
　
雅
子

オ
レ
ン
ジ
の
サ
マ
ー
ド
レ
ス
の
背
筋
か
な	

竹
村
佐
代
子

梅
雨
晴
や
ひ
と
日
一
杯
使
い
き
り	

根
元
　
久
子

は
い
は
い
の
孫
と
遊
び
て
梅つ

ゆ

は

る

雨
晴
る	

浜
田
　
芳
子

ゆ
る
び
た
る
心
の
隙
や
花
い
ば
ら	

久
野
　
幸
子
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広陵町役場 フェイスブックでも情報を
発信しています

第 27 回日米草の根交流サミット
2017奈良大会　開催！
　日本とアメリカで交互に開催している交流イ
ベント「日米草の根交流サミット」が奈良県で
開催され、広陵町にも 12 人のアメリカ人が来
日し、６月 29 日～７月２日の４日間に、田植
えや生け花などの日本の文化を体験されました。
　皆さん、広陵町でのおもてなしにとても満足
していただけたようでした。

広告

　広陵町では、広報「こうりょう」に企業などの
広告掲載を募集しています。
　基本サイズ　１枠縦55ｍｍ×横90ｍｍ
　　　カラー印刷 （裏表紙）　30,000円
 （内面）　　20,000円
◆問い合わせ先
役場　企画調整課　広報担当　☎（55）1001


